
胃がんリスク検査 資料　７

＜胃がんリスク検査とは＞

血液検査で　ピロリ菌感染の有無と胃粘膜の萎縮度を測定し、将来の胃がん発生リスクをA～Ⅾ軍に分類するもの

胃がんになるリスクを判断する検査で、がん検診ではない。（がんがあるかどうかはわからない）

ピロリ菌に長く感染すると胃粘膜が萎縮し、慢性胃炎や、胃潰瘍、胃がんの原因となる

感性経路は主に幼少期　（5歳くらいまで）の経口感染　衛生環境が悪い時期に飲んだ生水や、親からの口移しが原因

＜対象・受診方法等＞

40代で過去にリスク検査の受診歴がない人で、ピロリ菌の除菌等治療している人は除く

通年（2月末まで）申込み制、市内委託医療機関　無料

＜実績＞

受診 未受診 未把握

令和5年度 147 103 44 18 23 3

令和6年度 167 126 41 21 16 4

＜課題＞

・国の指針に定められているものではないので、科学的根拠に基づいてリスクを判断する検査とはなっていない。

・精密検査の受診率が低く、胃がんリスクの適正なリスク管理がされていない可能性が高い。

・胃がんは発見されていない

＜方向性＞

廃止

要精密検査者

精密検査内訳

受診者数 異常なし
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